
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2020

専門分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

産褥期事例の看護計画は、冬休み期間の自己学習を基本とするが、検印後助言に基づいて修正再提出を行う。修正不足は春休み期間
に補習を行う。　沐浴は、母子実習室を朝8：15～および放課後を利用して練習をする。

授業態度、看護過程事例課題レポート課題（30％）、レポート課題（10％）、演習事前学習課題（10％）、筆記試験（50％）で総合的に評価
する。沐浴は技術試験を行う。

第
4
回

使用教材

産褥期資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

退行性変化について学習
しておく

第
5
回

第
2
回

乳汁分泌の仕組み
資料

事前に産褥期の進行性変
化と看護および、新生児の
栄養について読んでおく。

第
3
回

新生児モデル
健康診査用具

新生児の呼吸・循環につ
いて学習しておく

内　　　容

褥婦の心身の変化を理解し、産褥経過の診断、褥婦の健康状態のア
セスメントできる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

新生児モデル
健康診査用具

新生児の体温・生理的体
重減少、生理的黄疸につ
いて学習しておく

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胎児から新生児への生活環境および生理的変化を理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
新生児の健康状態のアセスメント （ 呼吸 ・ 循環 ）

科  目  名

看護学科

母性援助論Ⅱ

科　目　区　分

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　医学書院
ウエルネスからみた母性看護過程 + 病態関連図　医学書院
病気がみえる　vol10　産科　大3版　メディックメディア
お母さんも支援者も自信がつく母乳育児支援　コミュニケーション術　南山堂　 母性看護技術　看護実践のための根拠がわかる　メヂカル
フレンド社

産褥期・新生児期の生理的変化および経過と看護実践を学習する

学期及び曜時限対 象 学 年

必修/選択の別

各教室2年次 教室名

産褥期事例の看護計画は、実習で活用性が高いため完成させる。

担 当 教 員 堀内あさみ　他
実務経験と

その関連資格
総合病院の産婦人科に助産師として勤務、受胎調節実地指導員
不妊症看護認定看護師

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

褥婦の心身の変化を理解し、産褥経過の診断、褥婦の健康状態のア
セスメントができる。

各コマに
おける

授業予定
産褥期の進行性変化と看護について　新生児の栄養

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

出生直後の褥婦と新生児の看護について理解し説明できる

各コマに
おける

授業予定
出生直後の看護

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胎児から新生児への生活環境および生理的変化を理解し説明できる
説明できる。

各コマに
おける

授業予定

新生児資料
出生直後の看護について
学習しておく

産褥期の退行性変化と看護について　産褥期の過ごし方

新生児の健康状態のアセスメント （ 体温 ・ 生理的体重減少 ・生理的
黄疸 ・ 産瘤および頭血腫 ・ 一般状態 ）



産褥期における看護（正常産褥退院指導）・発表

褥婦の心身の変化を理解し、褥婦の健康支援を説明できる。

第
14
回

ＰＣ グループ編成

第
12
回

新生児モデル
沐浴関連用具
体重計
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け

第
13
回

新生児モデル
沐浴関連用具
体重計
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

新生児の看護技術を理解し実施できる

産褥期における看護（正常産褥退院指導）

褥婦の心身の変化を理解し、褥婦の健康支援を説明できる。

産褥期における看護演習説明および技術（沐浴、おむつ交換、計測、
健康観察、抱き方）演習

新生児の看護技術を理解し実施できる

産褥期における看護演習説明および技術（沐浴、おむつ交換、計測、
健康観察、抱き方）演習

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

演
習
形
式

第
10
回

新生児モデル
沐浴関連用具
体重計
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け

第
11
回

新生児モデル
沐浴関連用具
体重計
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

新生児、褥婦の看護技術を理解し実施できる

各コマに
おける

授業予定

産褥期における看護演習説明および技術（沐浴、おむつ交換、計測、
健康観察、抱き方）見学

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

新生児の看護技術を理解し実施できる

各コマに
おける

授業予定

産褥期における看護演習説明および技術（沐浴、おむつ交換、計測、
健康観察、抱き方）演習

第
9
回

新生児モデル
沐浴関連用具
体重計
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

新生児の観察項目を理解し実施できる

各コマに
おける

授業予定
新生児の健康観察（バイタルサイン、原始反射、生理的変化など）

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

新生児の看護技術を理解し実施できる

各コマに
おける

授業予定

産褥期における看護演習説明および技術（沐浴、おむつ交換、計測、
健康観察、抱き方）演習および自己学習課題のまとめ

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

作成資料
乳房モデル
新生児モデル
抱き枕、ＣＤ

グループ編成、教室準備
備品の片付け

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

褥婦の心身の変化を理解し、産褥経過の診断、褥婦の健康状態のア
セスメントができる。そして看護計画の立案ができる。

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

ウエルネス看護診
断資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

妊産褥婦の心身の変化を理解し、産褥経過の診断、褥婦の健康状態
のアセスメントができる。

各コマに
おける

授業予定
ウエルネス看護診断

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

産褥期事例資料
産褥期事例資料産褥期事
例の看護過程に対して追
加修正産褥期事例の看護過程の学習に対する総評および退行性変化と進行

性変化の統合から看護問題の抽出

事前にウエルネス看護診
断について読んでおく。

新生児モデル
体温計　聴診器
衣類・おむつ
健康診査用具

教室準備、片付け


